
経 済 動 向 〈福岡県〉

福岡県の最近の経済動向

福岡県の景気 新型コロナウイルス感染症の影響は残るが、足元では緩やかに回復の兆しが見られる
福岡県の8月時点での景気については、生産活動は緩やかに回復、個人消費は足踏みしています。足元では、

新型コロナウイルス感染症の影響は残るが、緩やかに回復の兆しが見られます。
　（山口　佳祐）

8月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比
1.5%増の89.9となりました。
主要業種では、「汎用・生産用機械」「輸送機械」が上

昇し、「鉄鋼」「食料品・たばこ」が低下しております。
全体としては、一部に弱さが見られるものの、緩や

かに増加しています。

3.住宅建設

8月の新設住宅着工戸数は、前年同月比5.0%減の
2,631戸となりました。
「持家」｢貸家｣「給与」「分譲」いずれにおいても前年
を下回りました。

4.公共工事 3ヵ月連続で前年を上回る
8月の公共工事保証請負状況は、請負金額が前年

同月比3.6％増の約398億円となりました。
発注者別では、「国」「県」「市町村」は前年を上回り、

「独立行政法人等」「その他」は前年を下回りました。
総数では、3ヶ月連続で前年を上回りました。

5.企業倒産 負債総額は6ヶ月ぶりに前年を上回る

2.個人消費 新型コロナウイルス感染症の影響で足踏みしているが、足元では下げ止まっている
8月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比

6.1％減の約517億円となり、前年を下回りました。
また、新車登録台数や、コンビニエンスストア販売

額は、それぞれ前年同月比11.2％減の11,786台、同
5.2％減の約432億円となりました。
全体としては、足踏みしていますが、足元では下げ

止まっています。

F u k u o k a

2ヶ月連続で前年を下回る

経 済 動 向 〈福岡県〉

8月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数
が前年同月比1件減の25件、負債総額が同92.0％増
の約22億円となりました。
負債総額は6ヶ月ぶりに前年を上回りました。
負債総額1億円以上の企業の業種をみると、広告

代理業、配管工事業、旅行代理店業等が挙げられま
す。

1.生産活動 新型コロナウイルス感染症の影響により一部弱さが見られるものの、緩やかに増加
■福岡県の鉱工業生産指数（季節調整済、2015年=100）

福岡県、九州経済産業局、経済産業省出所

■福岡県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所
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■福岡県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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経 済 動 向 〈熊本県〉
K u m a m o t o

熊本県の最近の経済動向

熊本県の景気

熊本県の8月時点での景気については、生産活動は一部に弱さが見られるものの緩やかに増加、個人消費は
底堅く推移しています。足元では、新型コロナウイルス感染症の影響は残るものの、緩やかな回復基調にありま
す。

（山口　佳祐）

1.生産活動

8月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比
4.3%増の106.9となりました。
主要業種では、｢電子部品･デバイス工業｣は増加

し、「食料品･たばこ工業」｢汎用･生産用機械工業｣｢輸
送機械工業｣は低下しました。
全体としては、一部弱さが見られるものの、緩やか

に増加しています。

3.住宅建設

8月の新設住宅着工戸数は、前年同月比33.8％減
の919戸となりました。
｢持家｣「貸家」「分譲」は前年を下回り、「給与」は前

年同様で推移しています。
全体では、3ヶ月連続で前年を下回りました。

4.公共工事

8月の公共工事保証請負状況は、請負金額が1.9%
減の約214億円となりました。
発注者別では｢市町村｣｢独立行政法人等｣「その

他」が前年を上回り、「国」「県」が前年を下回りました。
全体では、2ヵ月連続で前年を下回りました。

5.企業倒産

8月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数
が前年同月比1件減少の4件、負債総額が同64.8％
減の約1億円となりました。
負債総額は11ヵ月ぶりに前年を下回りました。
尚、負債総額1億円以上の企業はございません。

2.個人消費

8月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比
1.5%減の約132億円となり、前年を下回りました。
また、新車登録台数は前年同月比9.4％減の4,530

台、コンビニエンスストア販売額は同3.6％減の約
142億円となりました。
全体としては、底堅く推移しています。

新型コロナウイルス感染症の影響は残るが、緩やかな回復基調

新型コロナウイルス感染症の影響により一部弱さが見られるものの、緩やかに増加

3ヶ月連続で前年を下回る

2ヵ月連続で前年を下回る

負債総額は11ヵ月ぶりに前年を下回る

新型コロナウイルス感染症の影響は残るが、底堅く推移

西日本建設業保証出所■熊本県の公共工事請負金額
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長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気

長崎県の8月時点での景気については、生産活動は横ばいだが一服感も出ており、個人消費は底堅く推移し
ています。足元では、新型コロナウイルス感染症の影響により、一部弱さが見られるものの緩やかな回復基調に
あります。

（山口　佳祐）

（数値は2020年8月時点の公表値を参照）

1.生産活動 新型コロナウイルス感染症の影響により、横ばいだが、一服感も出ている
8月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比

7.5％減の72.0となりました。
主要業種では｢汎用･生産用機械工業｣が上昇しま

したが、｢食料品工業｣｢輸送機械工業｣｢電子部品･デ
バイス工業」が低下しました。
全体としては、横ばいだが、一服感も出ています。

3.住宅建設 3ヵ月連続で前年を下回る
8月の新設住宅着工戸数は、前年同月比10.7％減

の467戸となりました。
「持家｣「貸家」「分譲｣は前年を下回り、「給与」は前
年同様で推移しています。
全体としては、3ヶ月連続で前年を下回りました。

4.公共工事 2ヵ月連続で前年を下回る
8月の公共工事保証請負状況は、請負金額が前年

同月比27.3％減の約127億円となりました。
発注者別では、「国」｢独立行政法人等｣は前年を上

回りましたが、｢県」「市町村」「その他」が前年を下回
り、全体では、2ヶ月連続で前年を下回りました。

5.企業倒産 負債総額は3ヶ月連続で前年を下回る
8月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数

が前年同月比2件減少の2件、負債総額が同36.9％
減の約7億円となりました。
負債総額は3ヶ月連続で前年を下回りました。
負債総額1億円以上の企業の業種をみると、建設

業等が挙げられます。

2.個人消費 新型コロナウイルス感染症の影響も残るが、底堅く推移
8月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比

4.3%増の約90億円となり、増加しています。
新車登録台数は、前年同月比14.8%減の2,786台

となり、コンビニエンスストア販売額は、前年同月比
0.2%減の約90億円となりました。
全体としては、底堅く推移しています。

新型コロナウイルス感染症の影響で、一部に弱さが見られるものの緩やかな回復基調

経 済 動 向 〈長崎県〉
N a g a s a k i

西日本建設業保証出所■長崎県の公共工事請負金額
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

国土交通省出所■長崎県の新設住宅着工戸数

400

300

200

100

（億円）

▲50

▲100

（％）

0

150

100

50

■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

700

800

500

400

300

200

100

0

（％）

600

（戸）
100

50

▲50

2019

2019

87654321
2020

12111098

8
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長崎県の最近の経済動向

長崎県の景気

長崎県の8月時点での景気については、生産活動は横ばいだが一服感も出ており、個人消費は底堅く推移し
ています。足元では、新型コロナウイルス感染症の影響により、一部弱さが見られるものの緩やかな回復基調に
あります。

（山口　佳祐）

（数値は2020年8月時点の公表値を参照）

1.生産活動 新型コロナウイルス感染症の影響により、横ばいだが、一服感も出ている
8月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比

7.5％減の72.0となりました。
主要業種では｢汎用･生産用機械工業｣が上昇しま

したが、｢食料品工業｣｢輸送機械工業｣｢電子部品･デ
バイス工業」が低下しました。
全体としては、横ばいだが、一服感も出ています。

3.住宅建設 3ヵ月連続で前年を下回る
8月の新設住宅着工戸数は、前年同月比10.7％減

の467戸となりました。
「持家｣「貸家」「分譲｣は前年を下回り、「給与」は前
年同様で推移しています。
全体としては、3ヶ月連続で前年を下回りました。

4.公共工事 2ヵ月連続で前年を下回る
8月の公共工事保証請負状況は、請負金額が前年

同月比27.3％減の約127億円となりました。
発注者別では、「国」｢独立行政法人等｣は前年を上

回りましたが、｢県」「市町村」「その他」が前年を下回
り、全体では、2ヶ月連続で前年を下回りました。

5.企業倒産 負債総額は3ヶ月連続で前年を下回る
8月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数

が前年同月比2件減少の2件、負債総額が同36.9％
減の約7億円となりました。
負債総額は3ヶ月連続で前年を下回りました。
負債総額1億円以上の企業の業種をみると、建設

業等が挙げられます。

2.個人消費 新型コロナウイルス感染症の影響も残るが、底堅く推移
8月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比

4.3%増の約90億円となり、増加しています。
新車登録台数は、前年同月比14.8%減の2,786台

となり、コンビニエンスストア販売額は、前年同月比
0.2%減の約90億円となりました。
全体としては、底堅く推移しています。

新型コロナウイルス感染症の影響で、一部に弱さが見られるものの緩やかな回復基調
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800

経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気

佐賀県の8月時点での景気については、生産活動は横ばいですが一服感も出ており、個人消費は底堅く推移
しています。足元では、新型コロナウイルス感染症の影響により一部弱さが見られるものの、緩やかな回復基調
にあります。

（山口　佳祐）

1.生産活動

8月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比
1.9％増の91.0となりました。
主要業種では、｢電子部品・デバイス工業｣が前年を

上回りましたが、｢電気機械工業」「化学工業」｢食料品
工業｣が前年を下回りました。
全体としては、横ばいですが、一服感も出ていま

す。

3.住宅建設

8月の新設住宅着工戸数は、前年同月比15.3%減
の422戸となりました。
｢給与｣のみ前年を上回り、｢持家｣「貸家」｢分譲｣は

前年を下回りました。全体では、3ヶ月連続で前年を
下回りました。

4.公共工事

8月の公共工事保証請負状況は、請負金額が前年
同月比13.4％増の約140億円となりました。
発注者別では、「国」「県」「その他」が前年を上回り、

「独立行政法人等」「市町村」は前年を下回りました。
全体では、8ヵ月連続で前年を上回りました。

5.企業倒産

8月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数
が前年同月と同数の3件、負債総額が同62.2％減の
約1億円となりました。
負債総額は2ヶ月連続で前年を下回りました。
尚、負債総額1億円以上の企業はございません。

2.個人消費

8月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比
4.7％増の約54億円となり、前年を上回りました。
また、新車登録台数は、前年同月比10.7％減の

1,968台となりましたが、コンビニエンスストア販売
額は、同3.5％減の約67億円となりました。
全体としては、底堅く推移しています。

新型コロナウイルス感染症の影響により一部弱さが見られるが、緩やかな回復基調

新型コロナウイルス感染症の影響により横ばいだが、一服感も出ている

3ヶ月連続で前年を下回る

8ヵ月連続で前年を上回る

負債総額は2ヶ月連続で前年を下回る

新型コロナウイルスの影響はあるが、底堅く推移している

西日本建設業保証出所■佐賀県の公共工事請負金額
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他
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800

経 済 動 向 〈佐賀県〉
S a g a

佐賀県の最近の経済動向

佐賀県の景気

佐賀県の8月時点での景気については、生産活動は横ばいですが一服感も出ており、個人消費は底堅く推移
しています。足元では、新型コロナウイルス感染症の影響により一部弱さが見られるものの、緩やかな回復基調
にあります。

（山口　佳祐）

1.生産活動

8月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比
1.9％増の91.0となりました。
主要業種では、｢電子部品・デバイス工業｣が前年を

上回りましたが、｢電気機械工業」「化学工業」｢食料品
工業｣が前年を下回りました。
全体としては、横ばいですが、一服感も出ていま

す。

3.住宅建設

8月の新設住宅着工戸数は、前年同月比15.3%減
の422戸となりました。
｢給与｣のみ前年を上回り、｢持家｣「貸家」｢分譲｣は

前年を下回りました。全体では、3ヶ月連続で前年を
下回りました。

4.公共工事

8月の公共工事保証請負状況は、請負金額が前年
同月比13.4％増の約140億円となりました。
発注者別では、「国」「県」「その他」が前年を上回り、

「独立行政法人等」「市町村」は前年を下回りました。
全体では、8ヵ月連続で前年を上回りました。

5.企業倒産

8月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数
が前年同月と同数の3件、負債総額が同62.2％減の
約1億円となりました。
負債総額は2ヶ月連続で前年を下回りました。
尚、負債総額1億円以上の企業はございません。

2.個人消費

8月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比
4.7％増の約54億円となり、前年を上回りました。
また、新車登録台数は、前年同月比10.7％減の

1,968台となりましたが、コンビニエンスストア販売
額は、同3.5％減の約67億円となりました。
全体としては、底堅く推移しています。

新型コロナウイルス感染症の影響により一部弱さが見られるが、緩やかな回復基調

新型コロナウイルス感染症の影響により横ばいだが、一服感も出ている

3ヶ月連続で前年を下回る

8ヵ月連続で前年を上回る

負債総額は2ヶ月連続で前年を下回る

新型コロナウイルスの影響はあるが、底堅く推移している

西日本建設業保証出所■佐賀県の公共工事請負金額
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

50

0

▲50

▲100

200

150

100

50

0

（億円） （％）

国土交通省出所■佐賀県の新設住宅着工戸数
■持家 ■貸家 ■給与 ■分譲

700

600

500

400

300

200

100

0

（戸） （％）
100

50

0

▲50

▲100

前年比

2019

2019
87654321

2020
12111098

87654321
2020

12111098

100
280

前年比

■佐賀県の倒産状況 東京商工リサーチ出所

10

0

（億円） （件数）

5

10

15

0
8

2019
7654321

2020
12111098

20

負債総額

（数値は2020年8月時点の公表値を参照）

倒産件数

■佐賀県の百貨店・スーパー販売額（前年比）
九州経済産業局、経済産業省出所

■佐賀県の鉱工業生産指数(季節調整済、2015年=100）
佐賀県、九州経済産業局、経済産業省出所
佐賀県 全国 九州７県

120

70

80

100

110

90

佐賀県 全国 九州8県
20.0

10.0

15.0

5.0

0.0

▲5.0

▲15.0

▲25.0

▲10.0

（%）

日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会出所■佐賀県の新車登録台数（前年比）
佐賀県 全国 九州7県

2015 2018 2019 202020172016

（％）

▲50.0
▲40.0
▲30.0
▲20.0
▲10.0

10.0
20.0
30.0

0.0

40.0
50.0

▲20.0

2015 2016 2017 2018 2019 2020

2015 2016 2017 2018 2019 2020

FFG MONTHLY SURVEY



経 済 動 向 〈大分県〉
O i t a

大分県の景気

大分県の8月時点での景気については、生産活動は横ばい、個人消費も足踏みしています。足元では、新型コ
ロナウイルス感染症の影響により弱さが見られるものの、緩やかな回復基調にあります。

（山口　佳祐）

1.生産活動

8月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比
3.3％増の90.3となりました。
主要業種では、｢鉄鋼業｣が前年を上回り、｢汎用・生

産用・業務用機械工業」「電子部品・デバイス工業」｢化
学･石油製品工業｣は前年を下回りました。
全体としては、横ばいで推移しています

3.住宅建設

8月の新設住宅着工戸数は、前年同月比39.0%減
の412戸となりました。
「給与」「持家」｢貸家」｢分譲」は前年を下回りまし
た。全体では、2ヶ月連続で前年を下回りました。

4.公共工事

8月の公共工事保証請負状況は、請負金額が前年
同月比12.5％減の約101億円となりました。
発注者別では、「県」｢その他｣が前年を上回り、「国」

｢市町村｣｢独立行政法人等｣が前年を下回りました。
全体では、4ヶ月ぶりに前年を下回りました。

5.企業倒産

8月の企業倒産件数(負債額1,000万円以上)は、前
年同月比3件増加の6件、負債総額が同約3.7倍増の
約16億円となりました。
負債総額は3ヶ月ぶりに前年を上回りました。
負債総額1億円以上の企業の業種をみると、ホテル

業、小売業、不動産賃貸業等が挙げられます。

2.個人消費

8月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比
1.4％増の約86億円となり、前年を上回りました。
また、新車登録台数も、前年同月比12.9％減の

2,984台となり、コンビニエンスストア販売額は、同
3.6％減の約88億円となりました。
全体としては、足踏みしています。

新型コロナウイルス感染症の影響により弱さが見られるが、緩やかな回復基調

新型コロナウイルス感染症の影響により、横ばいで推移

2ヵ月連続で前年を下回る

4ヵ月ぶりに前年を下回る

負債総額は3ヶ月ぶりに前年を上回る

新型コロナウイルス感染症の影響により、足踏みしている

大分県の最近の経済動向

■大分県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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経 済 動 向 〈大分県〉
O i t a

大分県の景気

大分県の8月時点での景気については、生産活動は横ばい、個人消費も足踏みしています。足元では、新型コ
ロナウイルス感染症の影響により弱さが見られるものの、緩やかな回復基調にあります。

（山口　佳祐）

1.生産活動

8月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比
3.3％増の90.3となりました。
主要業種では、｢鉄鋼業｣が前年を上回り、｢汎用・生

産用・業務用機械工業」「電子部品・デバイス工業」｢化
学･石油製品工業｣は前年を下回りました。
全体としては、横ばいで推移しています

3.住宅建設

8月の新設住宅着工戸数は、前年同月比39.0%減
の412戸となりました。
「給与」「持家」｢貸家」｢分譲」は前年を下回りまし
た。全体では、2ヶ月連続で前年を下回りました。

4.公共工事

8月の公共工事保証請負状況は、請負金額が前年
同月比12.5％減の約101億円となりました。
発注者別では、「県」｢その他｣が前年を上回り、「国」

｢市町村｣｢独立行政法人等｣が前年を下回りました。
全体では、4ヶ月ぶりに前年を下回りました。

5.企業倒産

8月の企業倒産件数(負債額1,000万円以上)は、前
年同月比3件増加の6件、負債総額が同約3.7倍増の
約16億円となりました。
負債総額は3ヶ月ぶりに前年を上回りました。
負債総額1億円以上の企業の業種をみると、ホテル

業、小売業、不動産賃貸業等が挙げられます。

2.個人消費

8月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比
1.4％増の約86億円となり、前年を上回りました。
また、新車登録台数も、前年同月比12.9％減の

2,984台となり、コンビニエンスストア販売額は、同
3.6％減の約88億円となりました。
全体としては、足踏みしています。

新型コロナウイルス感染症の影響により弱さが見られるが、緩やかな回復基調

新型コロナウイルス感染症の影響により、横ばいで推移

2ヵ月連続で前年を下回る

4ヵ月ぶりに前年を下回る

負債総額は3ヶ月ぶりに前年を上回る

新型コロナウイルス感染症の影響により、足踏みしている

大分県の最近の経済動向

■大分県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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経 済 動 向 〈宮崎県〉
M i y a z a k i

宮崎県の最近の経済動向

宮崎県の景気 新型コロナウイルス感染症の影響により弱さが見られ、緩やかな後退基調

1.生産活動 新型コロナウイルス感染症の影響により、弱さが見られる
8月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比

1.5％減の80.7となりました。
主要業種では、「電気･情報通信機械」｢食料品工業｣

が前月を上回り、｢電子部品･デバイス工業」｢化学工
業」が前月を下回っています。
全体としては、新型コロナウイルス感染症の影響

が根強く生産活動に弱さが見られます。

3.住宅建設 4ヵ月連続で前年を下回る
8月の新設住宅着工戸数は、前年同月比34.1％減

の439戸となりました。
｢分譲｣のみ前年を上回り、｢持家｣｢貸家｣は前年を

下回り、｢給与｣は前年同様に推移しました。全体では
4ヵ月連続で前年を下回りました。

4.公共工事 6ヵ月連続で前年を上回る
8月の公共工事保証請負状況は、請負金額が前年

同月比10.0％増の約142億円となりました。
発注者別では｢国｣「県」が前年を上回り、｢独立行政

法人等」｢市町村｣「その他」が前年を下回りました。全
体では、6ヵ月連続で前年を上回りました。

5.企業倒産 負債総額は7ヶ月ぶりに前年を下回る
8月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数が

前年同月比2件減の2件、負債総額が同75.7％減の
約0.5億円となりました。
負債総額は7ヵ月ぶりに前年を下回りました。
尚、負債総額1億円以上の企業はございません。

2.個人消費 新型コロナウイルス感染症の影響は残るが、底堅く推移
8月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比

1.3％増の約59億円となり前年を上回りました。
また、新車登録台数は前年同月比17.9％減の

2,593台、コンビニエンスストア販売額は3.1％減の
約78億円となりました。
全体としては、底堅く推移しています。

宮崎県の8月時点での景気については、生産活動には弱さが見られますが、個人消費は足踏みしています。足
元では、新型コロナウイルス感染症の影響により弱さが見られ、緩やかな後退基調です。

（山口　佳祐）

■宮崎県の公共工事請負金額
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

西日本建設業保証出所
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■宮崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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経 済 動 向 〈宮崎県〉
M i y a z a k i

宮崎県の最近の経済動向

宮崎県の景気 新型コロナウイルス感染症の影響により弱さが見られ、緩やかな後退基調

1.生産活動 新型コロナウイルス感染症の影響により、弱さが見られる
8月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比

1.5％減の80.7となりました。
主要業種では、「電気･情報通信機械」｢食料品工業｣

が前月を上回り、｢電子部品･デバイス工業」｢化学工
業」が前月を下回っています。
全体としては、新型コロナウイルス感染症の影響

が根強く生産活動に弱さが見られます。

3.住宅建設 4ヵ月連続で前年を下回る
8月の新設住宅着工戸数は、前年同月比34.1％減

の439戸となりました。
｢分譲｣のみ前年を上回り、｢持家｣｢貸家｣は前年を

下回り、｢給与｣は前年同様に推移しました。全体では
4ヵ月連続で前年を下回りました。

4.公共工事 6ヵ月連続で前年を上回る
8月の公共工事保証請負状況は、請負金額が前年

同月比10.0％増の約142億円となりました。
発注者別では｢国｣「県」が前年を上回り、｢独立行政

法人等」｢市町村｣「その他」が前年を下回りました。全
体では、6ヵ月連続で前年を上回りました。

5.企業倒産 負債総額は7ヶ月ぶりに前年を下回る
8月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数が

前年同月比2件減の2件、負債総額が同75.7％減の
約0.5億円となりました。
負債総額は7ヵ月ぶりに前年を下回りました。
尚、負債総額1億円以上の企業はございません。

2.個人消費 新型コロナウイルス感染症の影響は残るが、底堅く推移
8月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比

1.3％増の約59億円となり前年を上回りました。
また、新車登録台数は前年同月比17.9％減の

2,593台、コンビニエンスストア販売額は3.1％減の
約78億円となりました。
全体としては、底堅く推移しています。

宮崎県の8月時点での景気については、生産活動には弱さが見られますが、個人消費は足踏みしています。足
元では、新型コロナウイルス感染症の影響により弱さが見られ、緩やかな後退基調です。

（山口　佳祐）

■宮崎県の公共工事請負金額
■国 ■独立行政法人等 ■県 ■市町村 ■その他

西日本建設業保証出所
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■宮崎県の倒産状況 東京商工リサーチ出所
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経 済 動 向 〈鹿児島県〉
K a g o s h i m a

鹿児島県の最近の経済動向

鹿児島県の景気 新型コロナウイルス感染症の影響により、緩やかな後退基調
鹿児島県の8月時点での景気については、生産活動は一部弱さが見られ、緩やかな後退基調であり、個人消

費は足踏みしています。足元では、新型コロナウイルス感染症の影響により、緩やかな後退基調です。
（山口　佳祐）

1.生産活動 新型コロナウイルス感染症の影響により、一部弱さが見られ、緩やかな後退基調
8月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比

2.4％増の100.5となり、業種別では｢電子部品･デバ
イス工業」｢窯業･土石製品工業｣「食料品工業」は増加
し、｢電気･情報通信機械工業｣は前月を下回っていま
す。
全体としては、一部弱さが見られ、緩やかな後退基

調にあります。

3.住宅建設 2ヵ月連続で前年を上回る
8月の新設住宅着工戸数は、前年同月比26.3％増

の836戸となりました。
「持家」｢貸家」「給与」は前年を上回りましたが、｢分
譲」は前年を下回りました。全体では、2ヵ月連続で前
年を上回りました。

4.公共工事 2ヵ月連続で前年を下回る
8月の公共工事保証請負状況は、請負金額が前年

同月比11.7％減の約223億円となりました。
発注者別では、｢独立行政法人等｣「市町村」「その

他」で前年を上回り、「国」｢県｣は前年を下回りました。
全体では、2ヵ月連続で前年を下回りました。

5.企業倒産 負債総額は3ヵ月ぶりに前年を上回る
8月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数が

前年同月比1件減の3件、負債総額が同85.8％増の
約5億円となりました。
負債総額は3ヵ月ぶりに前年を上回りました。
負債総額1億円以上の企業の業種をみると、旅行

業、飲食業等が挙げられます。

2.個人消費 新型コロナウイルス感染症の影響により、足踏みしている
8月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比

45.3％増の約175億円となり前年を上回りました。
一方で、新車登録台数は、前年同月比14.2％減の

3,552台となりました。
全体としては、足踏みしています。
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経 済 動 向 〈鹿児島県〉
K a g o s h i m a

鹿児島県の最近の経済動向

鹿児島県の景気 新型コロナウイルス感染症の影響により、緩やかな後退基調
鹿児島県の8月時点での景気については、生産活動は一部弱さが見られ、緩やかな後退基調であり、個人消

費は足踏みしています。足元では、新型コロナウイルス感染症の影響により、緩やかな後退基調です。
（山口　佳祐）

1.生産活動 新型コロナウイルス感染症の影響により、一部弱さが見られ、緩やかな後退基調
8月の鉱工業生産指数(季節調整済)は、前月比
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調にあります。

3.住宅建設 2ヵ月連続で前年を上回る
8月の新設住宅着工戸数は、前年同月比26.3％増
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「持家」｢貸家」「給与」は前年を上回りましたが、｢分
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年を上回りました。

4.公共工事 2ヵ月連続で前年を下回る
8月の公共工事保証請負状況は、請負金額が前年

同月比11.7％減の約223億円となりました。
発注者別では、｢独立行政法人等｣「市町村」「その

他」で前年を上回り、「国」｢県｣は前年を下回りました。
全体では、2ヵ月連続で前年を下回りました。

5.企業倒産 負債総額は3ヵ月ぶりに前年を上回る
8月の企業倒産(負債額1,000万円以上)は、件数が

前年同月比1件減の3件、負債総額が同85.8％増の
約5億円となりました。
負債総額は3ヵ月ぶりに前年を上回りました。
負債総額1億円以上の企業の業種をみると、旅行

業、飲食業等が挙げられます。

2.個人消費 新型コロナウイルス感染症の影響により、足踏みしている
8月の百貨店･スーパー販売額は、前年同月比

45.3％増の約175億円となり前年を上回りました。
一方で、新車登録台数は、前年同月比14.2％減の

3,552台となりました。
全体としては、足踏みしています。
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